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九州では大分など3県だけに生息する国の特別天然記念物「ニホンカモシカ」の推定頭

数が大幅に減少していることが各県の合同調査で判明しました。 

①今回の調査での推定頭数は何頭で

したか？それはピークの 1995 年ご

ろと比べてどれくらいの頭数です

か？ 

 

 今回の調査での推定頭数は約 200頭で、 
 
95年ごろと比べ、10分の 1の頭数。           
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②推定頭数が大きく減った要因は何

でしょう？ 

 

 シカの増加で餌となる植物が減ったこと 
 
や獣害対策の罠に捕獲されたことなどが要 
 
因とみられる。             
 
                    

③推定頭数が「200頭」だったことに

ついて、保護指導委員の馬場稔さん 

（66）は何と話していますか？ 

 

 「中・大型の動物は個体を維持できる生 
 
息数の目安が 500頭程度とされ、200頭は 
 
絶滅が危惧されるほどの衝撃的な数字」と 
 
話している。                 
 
                     

④保護対策として必要なのはどんな

ことですか？三つ挙げてください。 

 

 ▽高標高地の植生回復 ▽生息分布の正 
 
確な把握 ▽関係部署と連携し、誤った捕 
 
獲を防ぐ体制整備              
 
                                   


